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論 文 内 容 の 要 旨 

 

この論文では，社会科学におけるコンテンツ分析への応用を想定し，議論を含むような話題に関

する文書を対象として，文書中の主張に反映された「価値観」の推定に関する問題およびその解決

策を検討した．社会科学者による内容分析は，良く訓練された人間の注釈者（アノテータ）が，文

書中の主張に反映された価値観を文レベルでラベル付けし，その価値観を分析することにより行わ

れる．ここで，価値観とは，この論文で扱った「ネットの中立性」の議論に関する文書においては，

自由，正義，社会秩序などである．しかし，内容分析は人による質的な分析であるため，大規模化

が困難であるという課題があった．そこで，この論文では，教師付きの機械学習の手法を用いて価

値観の推定を自動化することによって内容分析を容易にする，という問題に取り組んだ． 

この問題では，価値観の推定に用いる分類器を構築するための学習用データとして，文書中のそ

れぞれの文に複数種類の価値観のラベルが付与される．したがって，文に付与された複数の価値観

から文中のどの語にそれらの価値観が反映されているかを学習した結果を基に，新たな文の価値観

を推定するという課題を扱った．この課題では，文書数の少なさの観点と，文を構成する語の数の

少なさの観点からのデータのスパース性に対処する必要があった．この課題に対処するために，文

レベルの価値観をその文の構成要素である語の価値観の集まりで表す，という定式化を行った．ま

た，周辺の語の影響で語が表す価値観が異なり得るため，直前の語の影響の有無を含めて語の価値

観を推定し，文の価値観と語の価値観の関係の定式化に基づいて文の価値観を推定する手法を提案

した．この論文では，提案手法とその有効性を以下の構成で述べた． 

１章では，本研究の背景，目的，およびこの論文の貢献を明確化した． 

２章では，この問題に対する既存の機械学習の手法の有効性を調べるために，既存手法の組み合

わせで，文レベルの価値観がどの程度推定できるかを検討した．既存手法の適用には，訓練データ

のスパース性の解決策として，文中に出現する語に加え，語のカテゴリ化を行うために，分布類似

度による連想語，人手作成のシソーラス中の上位語および同義語により拡張した素性を用いたＳＶ

Ｍ（サポートベクトルマシン）を用いた．しかし，拡張した素性を用いたＳＶＭでは文レベルの価

値観の推定精度がほとんど改善できなかった．この実験を通じて，語のカテゴリ化により，文レベ

ルの価値観と語に反映された価値観の関係をとらえるのは困難であることが判明した．この結果は，

語のカテゴリではなく，語そのものに価値観を割り当てる手法の検討につながった． 

３章では，２章の結果を踏まえて，文レベルの価値観はその文の中の語の価値観の集まりである，

という定式化を行った．また，文レベルの価値観を推定するために２語連接を扱う語レベルの確率

的潜在意味モデルを提案した．提案モデルでは，ある語に反映された価値観を推定するために，前



の語の影響の有無を確率的に決定する．５種類の文レベルの価値観の推定実験では，提案モデルに

基づく分類器により，単純な語の素性を用いたＳＶＭによる手法に対して約３％推定精度を向上で

きた．さらに，提案モデルに基づく分類器では，正解ラベルを付与した注釈者とは別の良く訓練さ

れた注釈者が付与したラベルを分類器の出力とみなした場合と同程度の推定精度を得ることができ

た．このことは，提案手法による分類器が人の注釈者の代替となりえる可能性を示している． 

４章では，社会科学者によるコンテンツ分析への応用に具体的にアプローチするために，「価値

観辞書」を構築した．２章で述べたＳＶＭや３章で述べた確率的潜在意味モデルでは，どの語が文

レベル価値観の推定に寄与したかがスコアや確率値で表されるため，文レベルの価値観の推定精度

は良いものの，社会科学者にとっては解釈が難しいという課題があった．そこで，３章のモデルを

単純化し，どの語がどの価値観の推定に寄与するかどうかを確率的な焼きなまし法によって推定し

た結果を語に割り当てた辞書を作成し，その辞書中の語の存在の有無のみで文の価値観を推定する

手法を提案した．この手法により，単純な語の素性を用いたＳＶＭと同程度の文レベルの価値観の

推定精度を達成しながら，その語の存在の有無のみで価値観の推定を決定的に行うことができるよ

うな語を要素とする価値観辞書を得ることができた．また，価値観辞書を用いた質的分析の結果か

ら，注釈者のガイドラインに用いる実例の抽出や，注釈者の誤り防止支援に価値観辞書を活用でき

る可能性を示した． 

本研究では，価値観の推定について，教師付き機械学習の手法を適用するという観点でアプロー

チし，テキストデータを社会科学者が内容分析に利用することを容易にするための手法を確立する

ことができた． 


